
財団法人協済会 北海道大学における医学、歯学及び医療に関する研究及
び職員、学生の学事研修を奨励助成し、並びに北海道大
学病院の患者の慰安及び支援を行い、もって医学の振興
と健全な社会文化の向上発展に寄与すること目的とし、
目的を達成するために次の事業を行う。

関連公益法人 理 事 長 杉原 平樹 （北海道大学病院病院長）

１．医学、歯学及び医療の研究に関する奨励及び助成

常務理事 大倉 重男 （医学部附属病院医事課課長補佐）

２．患者の慰安及び支援

理 事 大田すみ子 （医学部附属病院看護部長）

３．職員及び学生の学事研修に対する奨励

理 事 大河原 章 （医学部教授）

４．患者、職員及び学生等の必需品の供給

監 事 島田 勉

５．その他前条の目的を達成するために必要な事業

監 事 板橋 端

財団法人北海道大学クラーク記念財団 北海道大学の教育・研究活動、国際交流への支援及び有
為な人材の育成並びに教育・研究施設等の整備・保全及
び教育・研究交流に伴う福利厚生施設の充実に必要な支
援を行い、もって我が国及び世界の学術・文化の発展に
寄与することを目的とし、目的を達成するために次の事
業を行う。

関連公益法人 理 事 長 中村 睦男 （北海道大学総長）
常務理事 近藤 龍夫
常務理事 逸見 勝亮 北海道大学理事・副学長
理 事 井上 芳郎 （北海道大学理事・副学長）

１．教育・研究活動に対する支援 理 事 薄葉 久

２．教育・研究の国際交流に対する支援 理 事 大塚 榮子 （北海道大学監事）

３．教育・研究施設等の整備・保全に対する援助 理 事 岡田 尚武 北海道大学理事・副学長

４．学生に対する奨学育英事業 理 事 小林 董和

５．福利厚生施設の管理・運営 理 事 沢 邦彦

６．その他前条の目的を達成するために必要な事業 理 事 蛇川 忠暉
理 事 高向 巖

理 事 丹保 憲仁 （北海道大学総長）

理 事 廣重 力 （北海道大学総長）

理 事 松田 昌士

理 事 村住 直孝

監 事 伊東 孝 （北海道大学監事）

監 事 上野 昌美

一般社団法人女性の健康と医療を守る
医師連合（ウィンドＷＩＮＤ）

相互協力と切磋琢磨による産婦人科医療技術向上を目指
した病院勤務医等の集合体として、勤務医の労働環境や
勤務条件の改善を目指し、併せて大学などとも協力して
北海道の医療水準の向上と均てん化を通して国民の健康
および福祉の増進に貢献する。併せて、類似の環境にあ
る他大学病院にも呼びかけ同じ目的の達成に努め、社員
相互の親睦を図る。以上の目的達成に資するための次の
事業を行う。

関連公益法人 代表理事 櫻木 範明 大学院医学研究科教授
理 事 水上 尚典 大学院医学研究科教授
理 事 大久保 仁
理 事 角田 敬一
理 事 加藤 秀則
理 事 金内 優典 （医学部・歯学部附属病院助手）

１．専門医研修・卒後教育プログラムの共同立案・遂行 理 事 川口 勲
２．卒後臨床研修指定病院・産婦人科関連専門医指導施
設およびその他の関連病院（以下これらをまとめて関
連病院と総称する）との相互協力・支援体制の構築、
医師紹介に関するルール作り

理 事 工藤 隆之
理 事 工藤 正尊 大学院医学研究科准教授
理 事 香城 恒麿

３．地域における疾病予防と早期発見のための啓発活動 理 事 小山 貴弘
４．高度医療、先進医療技術の研究・開発促進への支援 理 事 酒井慶一郎
５．臨床研究並びに臨床試験の質的向上への協力 理 事 佐川 正 大学院保健科学研究院教授
６．医師の労働環境・勤務条件の改善に関する提言並び
に関係機関との折衝 理 事 佐藤 力
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